
★問い合わせ★

総合子育て支援センター（うららん） ８３－８８５１ ８４－０１８１

月号
11

日にち 時 間 内 容

子ども・
子育て相談室

毎週月～金曜日 ９：30～16：00
子育てコーディネーターによる面接、
電話、FAX 相談

子ども相談 毎週火曜日 ９：30～15：00
子どもを遊ばせながら子育て家庭相
談員への相談（予約可、電話相談可）

発育相談 11月７日、21日（水） ①９：30～ ②10：30～ 乳幼児の発育相談（予約制）

言葉相談 11月14日（水） ①９：30～ ②10：30～ 言葉についての個別相談（予約制）

発達相談 11月27日（火）
①９：30～ ②10：30～
③13：00～ 

学習面や行動について心配のある小
中学生の個別相談（予約制）

子育て
なんでも相談

※予約は町内在住の方が対象

壊れたおもちゃの無料修理（部品代を除く）。
日程日以外でも、おもちゃの預かり可

11月12日（月）　10：00～12：00
　　24日（土）　13：00～15：00

日にち 時 間 内 容

工作の日 毎週水・金曜日
10：30～11：30
14：00～15：00

廃材を使った工作や季節の工作
「どんぐりマラカス」

　　　 パパ広場 11月24日（土） 13：30～14：30 つみきであそぼう（申込制）

赤ちゃんタイム 毎週火曜日 14：00～（15分程度）ふれあい遊びと絵本や季節の歌

双子三つ子の会 11月５日（月） 10：00～11：30 ママ同士でお話ししましょう

絵本の読み聞かせ 毎週水・金曜日 11：30～11：40 ボランティアや広場スタッフによる絵本の読み聞かせ

ひよこっこ
11月５日、

12日、26日（月）
10：30～11：00

５日：サイバーホイール、12日：ふうせんあそび、
26日：新聞紙あそび

うららん
11月の予定

特別企画

●と　き

11月９日（金）

午前10時30分～11時15分

※雨天中止

●集合場所

　知北平和公園　芝生広場

　※桃色の「うららん旗」が目印

●参加費　無料

●申し込み

不要、当日直接集合場所へ

●と　き

11月30日（金）

午前10時～11時30分

●対　象　町内在住の方

●定　員　16名（先着順）

　※６名に満たない場合は中止

●講　師　ひがしうら食改会員

●材料費　300円

●その他

　託児は６か月～未就園児

　・定員　18名（先着順）

　・託児料　１人300円

　※当日徴収

●申し込み

11月１日（木）午前10時から材

料費をうららんへ（電話申込不

可）

うららんクッキング　リンゴのパウンドケーキ

うららん出前ひろば～みんなで公園に行こう～
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■ねんねコース

●と　き

11月19日～12月10日

（毎週月曜日　全４回）

午後１時30分～３時

●内　容

ベビーマッサージ、手作り

おもちゃ、子育てトークな

ど

●対　象

町内在住の平成30年６～８

月生まれの子どもとその親

●申し込み

10月25日（木）午前10時から

うららんへ（電話申込可）　

■はいはいコース

●と　き

11月16日～12月14日

（11月23日を除く毎週金曜

日　全４回）

午前10時～11時30分

●内　容

親子ふれあい遊び、赤ちゃ

んダンス、子育てトークな

ど

●対　象

町内在住の平成30年２～３

月生まれの子どもとその親

●申し込み

10月22日（月）午前10時から

うららんへ（電話申込不可）

■共通項目

●定　員　16組（先着順）

●参加費　300円

●その他　上の子は参加不可

子育てサロン

　天文16年（1547）、於大は

20歳で阿久比の坂
さ か べ

部城主

久
ひさまつ

松俊
としかつ

勝に嫁ぎました。こ

れは、於大の兄水
みず の

野信
のぶもと

元が

はからった政略結婚でした。

３歳で岡崎に残してきた息

子、竹
たけ

千
ち よ

代（のちの徳川家

康）はこの時５歳でしたが、

尾張の織
お だ

田の人質となり名古屋にいました。於大は家臣をつ

かわし、竹千代に菓子や衣類を届けていました。

　於大は約15年を阿久比で暮らし、俊勝との間に三男四女を

もうけました。永禄３年（1560）、坂部城に19歳になった竹千

代が訪ねてきました。竹千代は元
げんぷく

服して松
まつだいら

平元
もとやす

康と名を変え、

敵の今
いまがわ

川方の武将になっていました。元康は３人の異父弟と

会い、いずれ一緒に働いてほしいと弟たちに松平の姓を与え

ました。於大はとても喜びました。この弟たちが後の康
やすもと

元、

康
やす

俊
とし

、定
さだかつ

勝です。

　永禄５年（1562）、俊勝と共に35歳の於大は岡崎城へ移りま

した。間もなく、二男の康俊が今川氏へ人質に出され、その

まま甲
か い

斐の武
たけ だ

田氏の人質になりました。康俊は大雪の山中を

逃げ帰りましたが、凍傷で両足の指をすべて失いました。そ

の後、天正12年（1584）、元康から名を変えた徳川家康が、三

男の定勝を豊臣秀吉の人質に出そうとしたとき、57歳の於大は

深く嘆き「今またこの子を（人質として）都にいかせようとは思

いません」と泣いて訴えてとめま

した。家康は他の人質を出した

のです。この人質のエピソード

は、「藩
はん

翰
かん

譜
ぷ

」（諸大名の系譜・伝

記、新
あらい

井白
はくせき

石著、元禄15年（1702）

完成）に記されています。

　この連載では、戦国時代を生きた女性、於大の生涯を当時書か

れた本などからご紹介していきます。

問い合わせ　郷土資料館（うのはな館）　 ８２－１１８８

第４回「於大 再
さい か

嫁し子を思う」

坂部城址

藩翰譜（町郷土資料館蔵）
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